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項 目 要  約 

１．研究の概要 高温ガス炉の設計上、安全上の特徴を考慮した確率論的安全評価手

法の確立を目標に、高温工学試験研究炉（HTTR）の運転経験に基づく

故障率推定手法や、グレーデッドアプローチを取り入れた事故シーケ

ンス頻度評価手法、黒鉛構造物の損傷を考慮した事故影響評価手法を

構築することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）事故シーケンス頻度評価手法の開発

２）影響評価手法の開発

３）実用高温ガス炉への適用性評価

２．総合評価 
Ａ

・高温ガス炉を対象とした外的事象である地震起因の事故シーケンス

を確率論的リスク評価手法により定量化するための手法を高温ガ

ス炉の運転経験より得られたデータを用いて開発しており、独自の

成果を得ていることは高く評価できる。 

・高温ガス炉に特有のものであるため、波及効果は限定的と考えられ

る。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


